
１
月
の

お
墓
の
日
光

府
中
茂
陰
墓
苑
を
発
売

墓
地
墓
石
販
売
の
�有
お
墓
の
日
光
（
安

佐
南
区
沼
田
町
伴
六
八
九
一
―
一
、
前
田

紘
志
社
長
）
は
４
月
末
、
安
芸
郡
府
中
町

茂
陰
一
丁
目
一
三
―
二
五
に
「
府
中
茂
陰

墓
苑
」
の
完
成
を
予
定
し
、
２
月
初
旬
か

ら
予
約
販
売
を
始
め
る
。

同
所
の
久
蔵
寺
前
の
用
地
二
二
四
四
�

�
に
、
四
〇
〇
区
画
と
三
〇
台
分
の
駐
車

場
を
備
え
る
。
起
伏
の
な
い
バ
リ
ア
フ
リ

ー
で
、
Ｊ
Ｒ
天
神
川
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
と

交
通
の
便
も
良
い
。
一
区
画
四
八
万
円
か

ら
。
同
社
二
八
ヵ
所
目
の
墓
苑
と
な
る
。

�電
八
四
八
―
三
四
一
四
。

リ
ッ
ク
の
丸
山
社
長

単
行
本
２
冊
刊
行

�株
リ
ッ
ク
（
西
区

草
津
南
三
丁
目
）の

丸
山
景
右
社
長
は
、

中
経
出
版
か
ら
単
行
本
二
冊
を
刊
行
し
た
。

「
い
い
家
を
建
て
る
」（
定
価
一
六
八
〇

円
）
は
、
消
費
者
か
ら
工
務
店
ま
で
幅
広

い
読
者
を
対
象
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
か
ら
収

納
計
画
ま
で
家
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
多

数
の
建
築
実
例
を
、
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
。「
勝
ち
残
る
工

務
店
」（
定
価
一
四
七
〇
円
）
は
、
工
務
店

が
勝
ち
残
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
工
務
店
の
営
業
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
を
紹
介
。

▽
�株
共
栄
経
営
セ
ン
タ
ー
は
４
月
２
〜
４

日
午
前
９
時
か
ら「
新
入
社
員
研
修
〜
プ
ロ

・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
へ
の
第
一
歩
！
」を
Ｒ
Ｃ

Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
く
。
９
月
１２
日
は

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
が
あ
る
。参
加
費
四

万
二
〇
〇
〇
円
。�電
二
二
八
―
五
四
四
一
。

▽
名
古
屋
商
科
大
同
窓
会
は
２
月
９
日
、

南
区
的
場
町
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
２１

広
島
で
広
島
支
部
総
会
を
開
く
。
元
Ｐ
Ｌ

学
園
高
野
球
部
監
督
で
現
在
、
名
古
屋
商

科
大
野
球
部
の
中
村
順
司
監
督
の
講
演
も

あ
る
。
会
費
は
一
万
円
、
宿
泊
す
る
場
合

は
一
万
五
〇
〇
〇
円
。
１
月
末
ま
で
に
要

は
が
き
返
信
。
�電
〇
九
〇
―
四
五
七
八
―

九
六
〇
四
（
杉
田
）。

もも
よよ
おお
しし

〈
県
立
産
業
会
館
〉

▽
新
春
初
売（
１８
〜
２１
日
）近
江
屋
広
島
店
。

▽
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
総
合
展
（
１９
〜
２１
日
）

�協
広
県
繊
。

▽
ス
ガ
ノ
春
夏
リ
ビ
ン
グ
フ
ェ
ア
（
２３
〜

２４
日
）
菅
野
。

▽
人
形
の
藤
娘
節
句
物
語

雛
人
形
・
五

月
人
形
総
合
展
示
会
（
２５
〜
２７
日
）藤
娘
。

▽
サ
ー
パ
ス
シ
テ
ィ
江
波
イ
ン
テ
リ
ア
商

品
特
別
販
売
会
（
２６
〜
２７
日
）
穴
吹
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
広
島
支
店
。

▽
新
春
印
刷
機
材
展（
２６
〜
２７
日
）い
わ
は
し
。

▽
Ｐ
ａ
ｐ
ａ
ｓ
Ｍ
ａ
ｍ
ａ
ｓ
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ

ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
（
２６
〜
２７
日
）
青
山
キ
ャ
ピ

タ
ル
。

〈
中
小
企
業
会
館
〉

▽
京
の
蔵

質
流
れ
・
金
融
品
フ
ェ
ア
（
１８

〜
２１
日
）
小
牧
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
。

▽
Ｈ
Ｕ
Ｃ
バ
イ
ク
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
２２
日
）

広
島
県
二
輪
自
動
車
�協
。

医
師
と
患
者
さ

ん
と
の
最
初
の
出

会
い
で
あ
る
診
察

室
で
、
私
達
医
師

は
入
っ
て
来
ら
れ

る
患
者
さ
ん
を
幾
分
想
像
を
し
な
が
ら
待

ち
受
け
ま
す
。

ド
ア
を
開
け
て
入
っ
て
来
ら
れ
る
歩
容

を
含
め
た
姿
勢
を
見
て
、
お
お
よ
そ
の
運

動
能
力
を
判
断
し
、
更
に
椅
子
へ
の
座
り

方
、
ベ
ッ
ド
へ
の
移
動
の
仕
方
、
上
衣
の

脱
ぎ
方
な
ど
か
ら
も
骨
関
節
・
筋
疾
患
か

神
経
性
疾
患
か
部
位
判
断
を
し
ま
す
。
次

に
問
診
に
入
り
ま
す
。
主
訴
と
し
て
患
者

さ
ん
の
訴
え
を
聞
き
ま
す
。
交
わ
す
言
葉

の
や
り
取
り
か
ら
中
枢
神
経
性
か
否
か
も

判
断
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
現
在
最
も
困

っ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
、
そ
の
発
症
の

詳
細
を
聞
き
取
り
ま
す
。
外
傷
性
か
非
外

傷
性
か
、
そ
し
て
発
熱
や
熱
感
の
有
無
に

よ
り
感
染
性
か
非
感
染
性
か
を
見
極
め
ま

す
。
次
い
で
、
既
往
歴
と
し
て
過
去
に
経

験
し
た
病
気
の
有
無
を
聞
き
ま
す
。
こ
こ

ま
で
で
大
抵
の
病
気
を
想
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

と
い
う
わ
け
で
、受
診
さ
れ
る
場
合
は
、

現
在
の
症
状
を
発
症
の
始
め
か
ら
個
条
書

き
に
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
か
か
っ
た
病
気

の
メ
モ
を
用
意
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と

思
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
が
高
齢
で
意
志
の
疎
通
が
と

り
に
く
い
場
合
に
は
家
族
の
方
に
メ
モ
を

用
意
し
て
い
た
だ
く
と
診
察
が
ス
ム
ー
ス

に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
整
形
外
科
疾
患
に
限
っ
て
の
問

診
で
重
要
な
点
は
、「
痛
み
」
に
お
け
る
安

静
時
痛
、
特
に
夜
間
痛
の
存
在
で
す
。
夜

間
痛
の
存
在
は
炎
症
や
腫
瘍
、
と
り
わ
け

腰
背
痛
で
あ
れ
ば
内
臓
疾
患
も
疑
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
問
診
で
忘
れ
て
な
ら
な
い

の
は
薬
剤
使
用
歴
で
す
。
最
近
は
脳
梗
塞

や
心
筋
梗
塞
の
治
療
で
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ

に
す
る
ク
ス
リ
を
飲
ま
れ
て
い
る
方
や
糖

尿
病
で
血
糖
値
が
高
い
方
も
多
く
手
術
を

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
服
用
薬
剤
を
必
ず
病
医

院
や
薬
局
で
も
ら
っ
て
用
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
診
察
室
に
お
い
て
は
次

の
触
診
に
移
る
ま
で
に
患
者
さ
ん
か
ら
多

く
の
情
報
を
得
ま
す
。そ
の
上
に
触
診
、様
々

な
他
覚
的
検
査
、
血
液
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
等
々
の
諸
検
査
に
よ

り
疾
病
の
診
断
が
確
立
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

診
察
室
で
は
患
者
さ
ん
は
、
ど
う
か
く

つ
ろ
い
で
、
以
上
の
よ

う
な
心
の
準
備
、
メ
モ

の
準
備
を
さ
れ
て
あ
り

の
ま
ま
の
姿
を
私
達
に

見
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

整
形
外
科
の
視
診
・
問
診
の
重
要
性

広
島
市
医
師
会
会
長

平
松
整
形
外
科
病
院
理
事
長

平
松

恵
一

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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